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条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
４
件
で
す
。

　
「
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条

例
」
は
、
地
方
公
務
員
法
お

よ
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
伴
い
「
厚
木
市
職

員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
」

ほ
か
10
の
条
例
の
改
正
お
よ

び
「
厚
木
市
臨
時
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
手
数
料
条
例
」

は
、
地
方
公
共
団
体
の
手
数

料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
危
険
物

の
貯
蔵
所
の
設
置
の
許
可
の

申
請
に
対
す
る
審
査
に
係
る

手
数
料
の
額
を
改
め
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
印
鑑
条
例
」
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
」
は
、
森

の
里
東
地
区
地
区
計
画
の
都

　

９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
２
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の

会
議
期
間
36
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
や
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
ほ
か
、
平
成

30
年
度
一
般
会
計
な
ど
７
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
条
例

の
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
市
道
路
線
の
廃
止
・

認
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
33
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」「
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
（
13
件
）」
を
除
い
た
19
議
案
は
質
疑
終
了
後
、上

程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
22

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
な
ど
が
開
か
れ
、
付

託
さ
れ
た
案
件
に
対
し
、慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」「
農

業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
質
疑
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
３
会

派
に
よ
る
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
「
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）」
の
議
案
１
件
、議
員
か
ら
「
国
に

よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
・
向
上
、
並
び
に
行
き
届
い
た
教
育
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」の
議
案
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

市
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
新

た
な
地
区
整
備
計
画
地
区
の

建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
追

加
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

工
事
契
約
の
変
更

　

可
決
し
た
工
事
請
負
の
変

更
議
案
は
１
件
で
す
。

　

主
な
変
更
内
容
は
、
都
市

計
画
道
路
厚
木
環
状
３
号
線

第
１
工
区
の
工
事
に
関
し
、

平
成
29
年
10
月
に
議
決
済
み

の
契
約
（
議
案
第
52
号
）
に

つ
い
て
、
一
部
に
不
安
定
な

土
質
の
存
在
が
判
明
し
、
の

り
面
処
理
の
工
法
を
変
更
す

る
な
ど
の
必
要
性
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
工
事
請
負
契

約
の
契
約
金
額
を
「
11
億
９

９
７
０
万
３
０
６
０
円
」
か

ら
「
12
億
９
９
６
５
万
３
４

６
０
円
」
に
変
更
し
、ま
た
、

工
事
請
負
契
約
の
履
行
期
限

を
「
令
和
２
年
２
月
28
日
」

か
ら「
令
和
２
年
６
月
30
日
」

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

市
道
の
廃
止・認
定

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
廃

止・認
定
議
案
は
５
件
で
す
。

　

内
容
は
、
一
般
国
道
４
６

８
号
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
）新
設
工
事
に
伴
い
、

金
田
地
内
か
ら
上
依
知
地
内

ま
で
の
１
０
３
路
線
を
廃
止

し
、
新
た
に
１
１
０
路
線
を

認
定
す
る
ほ
か
、
宅
地
分
譲

の
た
め
の
開
発
行
為
に
伴

い
、
山
際
字
小こ

平だ
い
ら地
内
や
妻

田
東
三
丁
目
地
内
、
下
荻
野

字
新し
ん
し
ゅ
く
宿
地
内
、
飯
山
字
栗く
り

原ば
ら

地
内
に
そ
れ
ぞ
れ
１
路
線
を

新
た
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
４
人
の

う
ち
、杉す
ぎ
山や
ま
繁し
げ
雄お

氏
（
戸
室
）

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
同
氏
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。農

業
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
次
の
方
々
の
任
命
に
賛

成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

◎
市い
ち

川か
わ　

和か
ず

典の
り

（
飯　

山
）

◎
井い
の

上う
え　

謙け
ん

治じ

（
上
依
知
）

◎
梅う
め

澤ざ
わ　

清き
よ

子こ

（
山　

際
）

◎
小お

澤ざ
わ　
　

隆た
か
し（
三　

田
）

◎
新し
ん

藤ど
う　

悦え
つ

子こ

（
恩　

名
）

◎
難な
ん

波ば　

博ひ
ろ

文ふ
み
（
下
荻
野
）

◎
野の

口ぐ
ち　

政ま
さ

夫お

（
下
荻
野
）

◎
早は
や

川か
わ　
　

曉さ
と
る（
愛
甲
東
）

◎
堀ほ
り

池い
け　

春は
る

夫お

（
岡　

田
）

◎
松ま
つ

野の　
　

勝ま
さ
る（
下
川
入
）

◎
松ま
つ

前ま
え　
　

進す
す
む（
飯　

山
）

◎
三み
つ

橋は
し　

澄す
み

夫お

（
小　

野
）

◎
山や
ま

川か
わ　

宏ひ
ろ

司し

（
飯　

山
）

◆一般質問 ２～５面
◆国に提出した意見書 ４面
◆政務活動費の会計報告 ５面
◆委員会・分科会の審査 ６・７面
◆本会議の審議結果 ８面

平
成
30
年
度
決
算

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病

院
事
業
会
計
の
７
件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
も

と
に
設
置
さ
れ
た
各
分
科
会

で
、
平
成
30
年
度
の
事
業
執

行
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
お
よ
び
来

年
度
以
降
の
行
財
政
運
営
に

反
映
さ
せ
、
対
応
す
る
こ
と

を
期
待
し
、
執
行
機
関
に
要

望
を
行
い
ま
し
た
（
予
算
決

算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

事
項
は
７
面
参
照
）。

主 な 内 容

９月定例会議

２
面
下
段
に
続
く

予
算
決
算
常
任
委
員
会
・
分
科
会
を
設
置
し
、

厚
木
市
の
お
金
の
使
い
方
を
審
査

平
成
30
年
度
決
算
お
よ
び
条
例
な
ど
35
議
案
を
認
定・可
決
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　今定例会議では、22人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えを問いま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

　

問　

対
応
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
長　

市
民
安
全
対

策
本
部
会
議
な
ど
を
開
催

し
、
初
動
体
制
の
確
立
、
関

係
機
関
へ
の
情
報
発
信
な

ど
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

に
努
め
て
い
る
。

●
中
町
第
２
―
２
地
区
に
建

設
予
定
の
複
合
施
設
な
ど

　
問　
検
討
経
緯
と
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

昨
年
９
月
に

策
定
し
た
新
庁
舎
整
備
基
本

構
想
に
お
い
て
、
図
書
館
お

よ
び
（
仮
称
）
こ
ど
も
未
来

館
な
ど
と
市
庁
舎
を
併
せ
た

複
合
施
設
を
整
備
す
る
方
針

を
定
め
た
。
現
在
、
複
合
施

設
等
整
備
検
討
委
員
会
の
提

言
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民

参
加
の
機
会
を
通
じ
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
複

合
施
設
お
よ
び
そ
の
周
辺
環

境
整
備
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
て
い
る
。

●
愛
甲
石
田
駅
前
北
口
広
場

　

問　

整
備
状
況
と
今
後
の

方
向
性
は
。

　

答　

市
長　

整
備
構
想
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。
暫
定

整
備
は
今
年
度
に
着
工
し
、

来
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

て
い
く
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
の
方
向
性
は
、
副
都
市
中

心
拠
点
の
位
置
付
け
を
踏
ま

え
、
広
場
の
拡
張
を
基
本
と

し
た
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

　

問　

今
後
の
支
援
は
。

　

答
　
市
長　

地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
た

め
、
大
変
意
義
の
あ
る
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
活
動
が
継
続
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
捉
え
て
お

り
、
引
き
続
き
支
援
を
続
け

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

●
出
席
扱
い
の
判
断
基
準
に

な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

　

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
不
登
校

　

問　

来
年
度
、
地
方
公
営

企
業
法
が
一
部
適
用
に
な
る

が
、
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

健

全
な
下
水
道
事
業
を
運
営
す

る
た
め
、
計
画
的
で
効
率
的

な
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
維
持
管
理
は
、

公
営
企
業
会
計
も
今
の
官
庁

会
計
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

問　

流
域
下
水
道
の
負
担

金
が
、
県
と
市
町
の
負
担
率

変
更
に
伴
い
増
額
に
な
る

が
、
来
年
度
の
下
水
道
使
用

料
見
直
し
に
影
響
は
あ
る
か
。

　

答　

都
市
整
備
部
長　

収

支
計
画
を
試
算
し
た
結
果
、

　

問　

実
証
運
行
の
今
後
の

予
定
は
。
ま
た
、
市
内
の
他

の
地
域
で
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

本
年
11
月
か
ら
地
域
の

買
い
物
の
ニ
ー
ズ
を
重
視

し
、
今
回
と
同
様
の
鳶
尾
、

ま
つ
か
げ
台
・
み
は
る
野

ル
ー
ト
で
利
用
者
か
ら
料
金

を
い
た
だ
き
、
５
カ
月
間
の

実
証
運
行
で
利
用
状
況
を
確

認
し
て
、
来
年
度
以
降
に
本

格
運
行
を
視
野
に
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
他
の
地
域
の

取
り
組
み
は
、
高
齢
化
率
や

生
活
の
対
応
な
ど
の
住
居
状

況
、
ス
ー
パ
ー
や
医
療
機
関

な
ど
の
施
設
の
立
地
状
況
、

　

問　

新
学
習
指
導
要
領
の

中
で
何
が
最
も
重
要
だ
と
理

解
し
て
い
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

今

回
初
め
て
付
い
た
前
文
の
中

に
あ
る
、「
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
」
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
と
の
考
え
方

が
、
全
体
を
通
し
て
入
っ
て

き
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

問　

生
き
る
力
と
い
う
言

葉
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
現
し
、
教
科
横
断
型
の

学
習
に
変
え
て
い
く
た
め
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
見
解
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

大

児
童
・
生
徒
の
自
主
的
な
学

び
は
出
席
扱
い
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
考
え
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

本

市
に
お
い
て
出
席
扱
い
に
し

た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
ご
み
の
完
全
戸
別
収
集

　

問　

資
源
の
収
集
も
含
め

た
完
全
戸
別
収
集
を
モ
デ
ル

地
区
で
始
め
る
考
え
は
。

　

答
　
循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

モ
デ
ル
地
区
の
皆

さ
ま
と
も
話
を
し
、
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

当
面
、
使
用
料
の
見
直
し
は

不
要
と
考
え
て
い
る
。

●
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

　

問　

補
聴
器
の
購
入
助
成

を
さ
ら
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

平
成
29

年
度
に
改
正
を
行
っ
て
間
も

な
い
た
め
、
現
在
予
定
は
な

い
が
、
今
後
も
各
市
の
状
況

の
把
握
に
努
め
た
い
。

　

問　

高
齢
者
な
ど
を
保
護

す
る
た
め
、
歩
行
者
用
青
信

号
の
時
間
延
長
を
関
係
機
関

に
働
き
掛
け
ら
れ
な
い
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

今

後
も
必
要
に
応
じ
て
厚
木
警

察
署
と
調
整
し
、
公
安
委
員

会
に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
な
ど
を

十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
運
行
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
料

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
は
、
全
国
健

康
保
険
協
会
な
ど
ほ
か
の
保

険
と
比
較
し
年
齢
構
成
が
非

常
に
高
く
、
１
人
当
た
り
医

療
費
も
増
大
し
、
財
政
運
営

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ

の
た
め
、
国
に
対
し
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
財
源
確
保

な
ど
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
必
要
な
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

変
重
要
で
あ
り
、
手
法
の
１

つ
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン

ダ
ー
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

●
ご
み
減
量
化

　

問　

市
内
17
小
学
校
の
給

食
の
単
独
調
理
場
に
生
ご
み

処
理
機
を
導
入
し
、
残
り
の

19
校
を
加
え
れ
ば
、
平
成
30

年
度
で
１
千
万
円
を
超
え
る

予
算
の
節
約
効
果
が
出
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
判

断
と
今
後
の
見
解
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

運

用
面
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

実
地
検
証
の
希
望
校
を
募
る

と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
推

進
担
当
と
有
効
な
施
策
に
つ

い
て
調
整
を
行
い
た
い
。

地
域
公
共
交
通
実
証
実
験
を

踏
ま
え
た
今
後
の
方
向
性
は

日
本
共
産
党
　
池
田
　
博

 

議
員

補
正
予
算
①

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、
一
般
会
計
と
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
の
２
件

で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
文
化
会
館
の

大
規
模
改
修
に
向
け
た
調
査

な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、
文

化
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

費
の
措
置
や
、
印
鑑
登
録
証

明
書
へ
の
旧
氏
併
記
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
す
る

た
め
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

等
事
務
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
道
路
側

溝
に
お
け
る
堆
積
土
砂
な
ど

の
清
掃
や
街
路
樹
の
剪せ
ん

定て
い

を

実
施
す
る
た
め
の
道
路
施
設

維
持
管
理
事
業
費
の
増
額

や
、
道
路
損
傷
箇
所
の
緊
急

復
旧
工
事
や
舗
装
補
修
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
た
め
道
路

維
持
補
修
事
業
費
の
増
額
、

ま
た
、
車
両
や
歩
行
者
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

の
交
通
安
全
施
設
事
業
費
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
南
毛

利
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

室
に
お
け
る
照
明
の
修
繕
を

実
施
す
る
た
め
体
育
施
設
維

持
補
修
事
業
費
の
増
額
な
ど

を
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
８
７
３
億
４

２
１
０
万
６
千
円
（
７
億
８

７
６
７
万
９
千
円
増
）

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
＝
２
２
６
億
６
０
４
２

万
６
千
円
（
５
４
２
万
６
千

円
増
）

市
民
提
案
事
業
の

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
見
解
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
望
月
　
真
実 

議
員

最
近
の
危
機
管
理
事
案
へ
の

取
り
組
み
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
髙
橋  

豊 

議
員

中町第２－２地区にある複合施設建設予定地

新
学
習
指
導
要
領
の

反
映
に
つ
い
て
進
捗
状
況
は

無
会
派
　
髙
田
　
浩 

議
員

補
正
予
算
②

　

追
加
提
出
さ
れ
、
可
決
し

た
補
正
予
算
議
案
は
、
一
般

会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
台
風
15
号
で

被
害
の
あ
っ
た
獣
害
防
護
柵

の
修
繕
や
倒
木
な
ど
の
除
去
、

河
川
区
域
内
の
フ
ェ
ン
ス
、

公
園
区
域
内
の
ト
イ
レ
、
小

中
学
校
の
校
舎
や
防
球
ネ
ッ

ト
の
修
繕
な
ど
に
必
要
な
経

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
８
７
４
億
９

６
３
万
３
千
円
（
６
７
５
２

万
７
千
円
増
）

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
１
件
で
す
。

　
「
国
に
よ
る
義
務
教
育
財

源
の
保
障
、
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
、

並
び
に
行
き
届
い
た
教
育
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
・
拡
充
や
、
義
務
教

育
教
科
書
無
償
給
与
制
度
の

継
続
な
ど
を
要
望
す
る
も
の

で
す（
意
見
書
は
４
面
参
照
）。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

１
面
か
ら
続
く
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今
年
７
月
７
日
の
厚
木

市
議
会
議
員
選
挙
を
経

て
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
厚
木
市
議

会
で
は
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
年
２
回

の
ペ
ー
ス
で
議
会
報
告
会

を
開
催
し
、
広
報
広
聴
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
の
市

議
選
の
投
票
率
は
、
過
去

最
低
の
38
・
46
％
と
い
う

結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
発
信
が
足
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
…
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
は
遠
の
く
ば
か
り

で
す
。
こ
の
状
況
を
議
会

全
体
と
し
て
、
ま
た
、
議

員
一
人
一
人
が
重
く
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
議
会
報
告
会
や
議
会

だ
よ
り
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
へ
の
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
田
口
孝
男
）

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

都
市
計
画
道
路
厚
木
環
状
３
号
線

改
良
工
事
の
考
え
方
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

飯
山
白
山
森
林
公
園
桜
の
広
場

周
辺
整
備
に
向
け
課
題
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
事
故
の

防
止
に
向
け
た
検
討
状
況
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

抜
け
道
と
な
っ
て
い
る

生
活
道
路
の
安
全
確
保
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
奈
良
　
直
史 

議
員

本
市
の
交
通
政
策
に

対
す
る
取
り
組
み
は

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

学
校
給
食
の
安
全
に

対
す
る
認
識
は

無
会
派
　
髙
田  

昌
慶 

議
員

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

生
息
状
況
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
三
橋  

文
男 

議
員

　

問　

桜
の
広
場
周
辺
整
備

構
想
検
討
会
か
ら
の
提
案
に

対
し
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

本
構
想
は
、

飯
山
白
山
森
林
公
園
を
通
年

に
わ
た
り
観
光
客
が
訪
れ
る

に
ぎ
や
か
な
観
光
地
と
す
る

整
備
計
画
で
、
地
元
の
皆
さ

ま
が
中
心
の
検
討
会
と
と
も

に
策
定
し
た
。
今
後
も
関
係

者
と
の
合
意
形
成
を
始
め
、

構
想
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

問　

野
外
ス
テ
ー
ジ
が
撤

去
さ
れ
、
飯
山
白
龍
太
鼓
の

練
習
場
所
が
な
く
な
る
な
ど

の
意
見
が
あ
る
が
、課
題
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

条

　

問　

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
事
故
防
止

に
向
け
、
平
成
23
年
に
熊
本

県
の
企
業
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
、
検
証
を
お
願
い
し
た

が
、そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

国

や
県
に
よ
る
補
助
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と

も
に
、
本
市
独
自
に
踏
み
間

違
い
加
速
抑
制
装
置
の
設
置

費
補
助
を
含
む
支
援
策
を
検

討
し
て
い
る
。

●
家
庭
的
保
育
事
業

　

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
へ
の
移
行
に
よ

り
、
家
庭
的
保
育
事
業
を
営

む
家
庭
保
育
福
祉
員
の
業
務

　

問　

ど
の
よ
う
に
安
全
を

確
保
し
て
い
る
か
。

　

答
　
道
路
部
長　

対
策
と

し
て
、
通
行
帯
確
保
の
た
め

の
グ
リ
ー
ン
舗
装
、
交
差
点

の
路
面
標
示
や
カ
ラ
ー
舗
装

な
ど
が
あ
る
。
既
に
対
応
済

み
の
箇
所
も
あ
る
が
、
地
域

の
意
見
を
伺
い
、
よ
り
一
層

の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

●
上
今
泉
岡
津
古
久
線

　

問　

整
備
状
況
と
今
後
の

予
定
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

延
長
９

０
３
０
㍍
の
う
ち
２
９
３
０

㍍
、
32
・
４
％
が
整
備
済
み

で
あ
る
。
ま
た
、
厚
木
秦
野

道
路
お
よ
び
厚
木
環
状
２
号

　

問　

森
の
里
東
土
地
区
画

整
理
事
業
の
土
地
利
用
計
画

と
の
整
合
性
は
。
ま
た
、
森

の
里
東
土
地
区
画
整
理
組
合

か
ら
受
益
者
負
担
金
を
徴
収

し
な
い
理
由
は
。

　

答
　
市
長　

隣
接
し
て
工

事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、整
合
性
を
図
り
、

進し
ん

捗ち
ょ
く
に
遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
事
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
は
公

益
性
を
有
し
、
受
益
者
の
特

定
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
負

担
金
の
徴
収
は
し
て
い
な
い
。

●
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水

道
整
備

　

問　

慎
重
に
行
っ
て
ほ
し

　

問　

神
奈
川
県
の
学
校
給

食
で
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ

る
パ
ン
か
ら
、
除
草
剤
の
主

成
分
で
あ
り
、
発
が
ん
性
が

認
め
ら
れ
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト

が
検
出
さ
れ
た
。
今
後
、
本

市
で
検
査
を
す
る
考
え
は
。

　

答
　
教
育
長　

輸
入
小
麦

に
つ
い
て
は
、
国
が
検
査
を

行
い
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
本
市
が
独
自
に
検

査
す
る
予
定
は
な
い
。

　

問　

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
危

険
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ

ば
検
査
を
す
れ
ば
い
い
。
給

食
で
子
ど
も
が
口
に
す
る
も

の
を
市
で
検
査
を
し
な
い
、

リ
ス
ク
を
知
ら
せ
な
い
行
為

　

問　

生
息
頭
数
は
一
番
多

い
時
と
比
べ
、
ど
の
く
ら
い

減
っ
た
の
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

平

成
19
年
度
の
ピ
ー
ク
時
で
３

１
４
頭
が
確
認
さ
れ
た
が
、

現
在
は
、経
ヶ
岳
群
が
10
頭
、

煤
ヶ
谷
群
が
５
頭
の
市
内
全

部
で
15
頭
と
な
り
、
約
95
％

減
少
し
た
。

●
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の

踏
み
間
違
い
防
止
装
置

　

問　

取
り
付
け
を
支
援
す

る
考
え
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

国

や
神
奈
川
県
に
対
し
て
安
全

装
置
の
設
置
費
補
助
を
含
む

高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
に

　

問　

移
動
困
難
者
や
交
通

不
便
地
域
へ
の
対
策
は
。

　
答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を

定
時
定
路
線
型
か
、
デ
マ
ン

ド
型
と
す
る
か
、
地
域
ご
と

に
導
入
の
形
を
決
め
た
い
。

　

問　

児
童
・
生
徒
の
公
共

交
通
利
用
の
課
題
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

バ

ス
の
運
転
手
に
小
学
生
が
中

学
生
と
間
違
わ
れ
た
話
が
あ

り
、
各
小
学
校
に
児
童
証
の

発
行
依
頼
を
し
た
が
、
改
め

て
周
知
を
進
め
て
い
く
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

議
員
か
ら
の
中
学
生
版

か
な
ち
ゃ
ん
手
形
の
要
望
は

件
に
合
う
場
所
が
見
つ
か
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
我
々
も

白
龍
太
鼓
の
継
続
を
望
ん
で

お
り
、
今
後
も
全
市
を
挙
げ

て
練
習
場
な
ど
が
見
つ
か
る

よ
う
、全
力
を
尽
く
し
た
い
。

●
調
整
区
域
の
下
水
道
整
備

　

問　

市
街
化
調
整
区
域
内

の
公
共
下
水
道
（
汚
水
管
）

は
、
令
和
３
年
度
に
工
事
着

手
と
な
る
が
、課
題
は
何
か
。

　

答
　
市
長　

下
水
道
整
備

の
必
要
性
を
説
明
し
、
接
続

率
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
住
民
説
明

会
な
ど
に
よ
り
必
要
性
や
費

用
負
担
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

量
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

新
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、

小
規
模
保
育
施
設
と
全
く
同

じ
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
委
託
契
約
の
み
で

運
営
し
た
こ
ろ
に
比
べ
る

と
、
事
務
な
ど
の
負
担
は
大

き
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　

問　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

詳
細
献
立
表
は
、
希
望
の
有

無
を
問
わ
ず
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
全
て
の
児
童
・

生
徒
に
配
布
す
べ
き
で
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

学

校
現
場
な
ど
と
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

線
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
で
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
た
め
、
国
道
４
１
２
号

と
県
道
63
号
の
区
間
約
１
３

０
０
㍍
の
整
備
に
向
け
事
業

を
推
進
し
て
い
く
。

●
鮎
ま
つ
り
の
経
済
効
果

　

問　

経
済
効
果
と
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
交
流
人
口
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

今

年
の
経
済
波
及
効
果
額
の
試

算
は
約
11
億
円
で
投
資
額
の

約
10
倍
の
効
果
が
あ
っ
た
。

交
流
人
口
は
、
本
厚
木
駅
の

乗
降
客
は
祭
り
の
期
間
中
は

約
27
万
人
で
、
通
常
の
土
日

と
比
較
し
71
・
１
％
の
増
で

あ
る
。

い
が
、
考
え
は
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

国

の
指
針
に
整
備
の
必
要
性
の

記
載
が
あ
り
、
市
街
化
調
整

区
域
の
汚
水
処
理
は
、
下
水

道
区
域
と
合
併
処
理
浄
化
槽

区
域
に
処
理
区
域
を
分
け
、

整
備
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

●
公
民
館
用
地
の
取
得

　

問　

用
地
の
形
状
や
規
模

の
決
め
方
は
。

　

答
　
教
育
長　

明
確
な
基

準
は
な
い
が
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
社
会
教
育
施

設
と
し
て
、
地
域
の
拠
点
機

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
最

適
な
形
状
や
面
積
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

は
行
政
の
不
作
為
で
は
な
い

か
。市
全
般
と
し
て
見
解
は
。

　

答
　
霜
島
副
市
長　

国
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
、
流
通
し

て
い
る
も
の
へ
の
再
検
査
は

し
な
い
。

●
障
が
い
者
へ
の
対
応

　

問　

災
害
時
の
対
策
と
し

て
、
本
市
の
個
別
的
な
取
り

組
み
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

避
難
訓

練
な
ど
を
通
じ
た
検
証
な
ど

で
、
受
け
入
れ
の
課
題
を
抽

出
し
、
円
滑
な
受
け
入
れ
に

向
け
検
討
す
る
。
ま
た
、
要

配
慮
者
が
参
加
で
き
る
訓
練

の
実
施
な
ど
に
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
む
。

つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
補
助
制
度
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
庁
内
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

●
自
動
車
免
許
証
自
主
返
納

　

問　

自
主
返
納
の
促
進
を

支
援
す
る
考
え
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

高
齢
者

バ
ス
割
引
乗
車
券
購
入
費
助

成
事
業
は
29
年
度
に
助
成
額

の
見
直
し
を
行
っ
た
の
で
、

現
時
点
で
改
正
の
予
定
は
な

い
が
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
高
齢
者
世

帯
全
般
か
ら
免
許
証
返
納
に

対
す
る
助
成
額
の
増
額
に
つ

い
て
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
事
業
者
へ
続
け
る
。

●
公
共
施
設
最
適
化
基
本
計
画

　

問　

中
町
一
丁
目
の
建
物

老
朽
化
に
つ
い
て
、対
応
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

令
和
７

年
に
耐
用
年
数
で
あ
る
60
年

を
迎
え
る
た
め
、
個
別
計
画

策
定
の
中
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
時
期

　

問　

鮎
ま
つ
り
と
重
な
る

が
ど
う
か
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

実

行
委
員
会
で
開
催
時
期
を
ず

ら
す
こ
と
は
了
承
い
た
だ
い

て
い
る
。
実
施
内
容
は
各
団

体
と
詰
め
て
い
き
た
い
。
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問　

女
性
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
職
場
環
境
へ
の

取
り
組
み
は
。

　

答　

消
防
長　

日
勤
を
伴

う
当
直
勤
務
の
女
性
消
防
吏

員
が
妊
娠
し
た
場
合
、
配
置

換
え
を
し
て
対
応
し
、
安
心

し
て
仕
事
と
子
育
て
が
両
立

で
き
る
よ
う
、
職
場
全
体
で

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
女
性

活
躍
推
進
に
向
け
、
女
性
消

防
吏
員
が
モ
デ
ル
と
な
り
、

採
用
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

●
教
員
の
働
き
方
改
革

　

問　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る

考
え
は
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

学

習
用
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
印
刷

業
務
あ
る
い
は
授
業
準
備
の

　

問　

抑
止
力
と
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

通

学
路
な
ど
所
期
の
設
置
目
標

は
達
成
し
た
が
、
自
治
会
に

は
継
続
し
補
助
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
も
、
地
域
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

●
防
災
対
策

　

問　

自
治
会
未
加
入
者
へ

の
防
災
訓
練
の
周
知
は
。

　

答　

市
長
室
長　

広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
訓
練

の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

問　

誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長
室
長　

さ
ま
ざ

ま
な
体
験
か
ら
防
災
に
関
す

る
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
く
機
会
は
必
要
で
あ
り
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

建
物
以
外
の
周
辺
整

備
に
要
す
る
費
用
や
、（
仮

称
）
こ
ど
も
未
来
館
な
ど
の

建
物
内
部
の
内
装
工
事
費
用

の
現
時
点
で
の
試
算
は
。

　

答　

市
街
地
整
備
担
当
部

長　

複
合
施
設
本
体
の
概
算

建
築
費
は
、
国
、
神
奈
川
県

な
ど
の
行
政
機
関
を
含
め
て
、

延
べ
床
面
積
約
５
万
平
方
メートル

程
度
で
、
約
２
２
０
億
円
を

想
定
し
て
い
る
。（
仮
称
）

こ
ど
も
未
来
館
の
展
示
な
ど

の
特
殊
内
装
費
用
は
、
考
え

方
を
基
本
計
画
で
示
し
、
設

計
段
階
で
工
事
費
用
の
算
出

に
必
要
な
条
件
を
、
民
間
事

業
者
か
ら
提
案
い
た
だ
き
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

中
町
立
体
駐
車
場
の

拡
張
整
備
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度

　

問　

滋
賀
県
大
津
市
の
保

育
園
児
ら
を
巻
き
込
ん
だ
事

故
を
受
け
実
施
し
た
、
交
差

点
の
安
全
点
検
の
内
容
は
。

　

答　

道
路
部
長　

市
道
が

交
差
し
、
横
断
歩
道
の
あ
る

交
差
点
４
４
３
カ
所
を
対
象

に
調
査
し
、
２
７
６
カ
所
で

一
部
ま
た
は
全
部
の
歩
道
巻

き
込
み
部
に
車
止
め
の
設
置

が
な
か
っ
た
。
設
置
可
能
な

１
８
０
カ
所
に
来
年
１
月
末

ま
で
に
車
止
め
な
ど
を
設
置

し
て
い
く
。

●
消
え
た
横
断
歩
道

　

問　

以
前
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
活
動
を
行
い
一
時
改
善

さ
れ
た
が
、
最
近
再
び
消
え

た
横
断
歩
道
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
。
認
識
は
。

　

答　

道
路
部
長　

横
断
歩

道
の
薄
い
箇
所
が
多
数
あ
る

　

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く捗は
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
本
市
で

も
人
気
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、

現
在
、
専
用
の
施
設
を
整
備

す
べ
く
、
競
技
団
体
の
方
々

と
協
議
し
調
整
を
進
め
て
い

る
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
手
軽
に

で
き
る
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

情
報
収
集
も
行
っ
て
い
る
。

　

問　

会
派
で
中
井
町
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
視
察
、

調
査
し
、
年
間
10
万
人
以
上

利
用
が
あ
り
、
維
持
管
理
費

用
は
１
回
２
０
０
円
の
利
用

料
収
入
で
賄
え
、
黒
字
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
初
期

投
資
も
黒
字
分
で
十
分
回
収

可
能
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。

コ
ス
ト
ゼ
ロ
で
、
年
間
10
万

人
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
促
進
、

地域のコミュニティ活動の
拠点となる地域集会施設

再
犯
防
止
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
新
井
　
啓
司 

議
員

ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
の

商
業
施
設
に
つ
い
て
現
状
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
名
切
　
文
梨 

議
員

地
域
集
会
所
へ
の
補
助
金
制
度

に
課
題
は
な
い
か

新
政
あ
つ
ぎ
　
石
井
　
芳
隆 

議
員

（
単
位
：
円
）

　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

議
員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
、
各
会
派
な
ど
に
対
し
て
所

属
議
員
１
人
当
た
り
月
６
万
円
の
政
務

活
動
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

改
選
前
の
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和

元
年
７
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
各
会
派

な
ど
の
支
出
状
況
は
左
表
の
と
お
り�

で
す
。

※会派等表記、正式名称、所属議員（＿＿は代表者）【交付時の議員数を掲載。　４月に４カ月分を交付】
　�みらい…あつぎみらい：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　新政…新政あつぎ：
石井芳隆、井上武、髙橋知己、田口孝男、新川勉、新井啓司　公明党…公明党：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　あつぎ…
あつぎの会：奈良握、名切文梨、山本智子、井上敏夫　共産党…日本共産党厚木市議員団：釘丸久子、栗山香代子　無会派…無会派：髙田浩

会派等略称
（ 所 属 議 員 数 ）

みらい
（９人）

新　政
（６人）

公明党
（５人）

あつぎ
（４人）

共産党
（２人）

無会派
（１人）

交 � 付 � 額（A） 2,160,000 1,440,000 1,200,000 960,000 480,000 240,000

支　
　

出　
　

額

調 査 研 究 費 464,808 0 0 29,028 5,367 0

研 � 修 � 費� 127,800 26,000 179,226 23,468 190,200 112,200

広 � 報 � 費 539,050 73,372 240,840 1,019,479 229,801 0

広 � 聴 � 費 177,157 56,292 117,383 22,394 9,661 18,646

要 請 陳 情 活 動 費� 0 0 0 0 0 0

会 � 議 � 費 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 147,721 33,709 41,851 52,334 0 90,384

資 料 購 入 費 156,000 78,600 110,387 60,993 58,098 15,100

人 � 件 � 費 0 0 0 0 0 0

事� 務� 所� 費 0 0 89,378 40,000 0 0

合 　 　 計（ B ） 1,612,536 267,973 779,065 1,247,696 493,127 236,330

残 　 額 （ A - B ）
（ 返 戻 額 ） 547,464 1,172,027 420,935 0 0 3,670

政 務 活 動 費 会 計 報 告

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

日
勤
救
急
隊
を

導
入
す
る
考
え
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員

複
合
施
設
の
整
備
費
用
に

関
す
る
見
通
し
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
村
　
真
和 

議
員

補
助
な
ど
、
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
実

際
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
配
置
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

●
夏
場
の
暑
さ
対
策

　

問　

全
公
民
館
へ
の
ミ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　

答　

教
育
長　

体
感
温
度

を
下
げ
熱
中
症
対
策
に
有
効

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

公

民
館
行
事
の
際
、
学
校
か
ら

お
借
り
す
る
と
い
う
対
応
も

考
え
て
い
る
。

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育

　

問　

学
校
に
み
ん
な
の
ト

イ
レ
を
増
設
す
る
考
え
は
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

設

置
場
所
が
限
定
さ
れ
、
増
設

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

子
ど
も
の
権
利
条
約

の
理
念
が
学
校
運
営
に
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

教

育
活
動
全
体
を
通
し
て
多
様

性
を
尊
重
し
、
一
人
一
人
の

児
童
・
生
徒
を
大
切
に
し
た

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

の
規
模
に
な
る
の
か
。ま
た
、

複
合
施
設
の
駐
車
場
と
し
て

の
利
用
料
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

答　

市
街
地
整
備
担
当
部

長　

駐
車
需
要
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
複
合
施
設

の
整
備
前
に
、
現
在
の
５
５

０
台
の
駐
車
台
数
か
ら
拡
張

整
備
す
る
方
向
で
、
厚
木
市

環
境
み
ど
り
公
社
と
協
議
し

て
い
る
。
ま
た
、
複
合
施
設

利
用
者
の
駐
車
場
利
用
料

は
、
庁
内
関
係
部
署
と
連
携

し
、
駐
車
場
運
用
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

答　

市
長　

原
則
、
都
道

府
県
公
安
委
員
会
以
外
に
よ

る
補
修
の
実
施
は
困
難
だ
が
、

現
実
の
状
況
は
把
握
し
て
お

り
、
諦
め
ず
に
積
極
的
な
要

請
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

●
変
則
交
差
点
の
安
全
対
策

　

問　

妻
田
薬
師
バ
ス
停
と

清
水
歩
道
橋
付
近
の
交
差
点

へ
の
安
全
対
策
は
。

　

答　

道
路
部
長　

バ
ス
停

の
移
動
や
歩
道
拡
幅
な
ど
、

対
策
案
の
予
備
設
計
を
発
注

し
た
。
関
係
者
と
調
整
し
改

善
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

交
差
点
の
安
全
に
対
す
る

取
り
組
み
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

整
備
す
る
考
え
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 

議
員

外
出
機
会
の
創
出
、
市
民
の

健
康
増
進
が
で
き
る
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
整
備
の
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
考
え
は
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
基

準
で
、
18
ホ
ー
ル
１
万
２
千

平
米
以
上
の
面
積
が
望
ま
し

い
。
市
所
有
地
や
既
存
施
設

の
活
用
も
有
効
と
考
え
ら
れ

る
が
、
課
題
も
あ
る
た
め
関

係
部
署
と
連
携
し
、
段
階
を

踏
み
調
査
研
究
を
進
め
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

ホームページの
議会情報

◆インターネット議会中継
　�本会議・常任委員会・特別委員会な
どの生中継と録画中継
◆会議録（本会議・常任委員会など）
　�委員会の会議録を掲載するまでの
間、委員長報告を掲載しています。
◆市議会だより
◆その他
　�議員名簿、議会
データ、一般質
問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。

　厚木市議会では、より開かれた
議会を目指し情報発信に努めてお
り、ホームページで次の情報がご
覧になれます。

厚木市議会 検　索
⬆

　

問　

防
災
・
減
災
を
社
会

の
主
流
へ
と
の
考
え
は
あ
る

か
。

　

答　

市
長　

平
成
29
年
度

予
算
か
ら
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
を
重
点
項
目
に
位
置

づ
け
、
令
和
元
年
度
は
避
難

所
の
機
能
整
備
や
地
区
別
防

災
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
、
医

療
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
災
害
対
策

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
社
会
構
築

　

問　

多
様
化
す
る
社
会
環

境
へ
の
新
た
な
視
点
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

少
子
高

齢
化
に
対
応
す
る
社
会
の
原

理
原
則
に
沿
っ
た
普
遍
的
な

視
点
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
社

会
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
来
た
。
引
き
続
き
、
一

丸
と
な
り
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）

　

問　

本
市
の
取
り
組
み
と

市
民
な
ど
へ
の
機
運
の
醸
成

を
ど
う
図
る
か
。

　

答　

市
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
は
、
次
期
総
合
計
画
策

定
に
当
た
り
配
慮
す
べ
き
視

点
と
し
て
位
置
付
け
、
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　

答　

政
策
部
長　

今
後
、

周
知
と
あ
わ
せ
、
市
民
、
企

業
な
ど
と
連
携
を
図
る
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
広
め

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

再
犯
の
防
止
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
お
い

て
、
地
方
再
犯
防
止
推
進
計

画
策
定
の
努
力
義
務
が
課
さ

れ
た
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

罪
を
犯

し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
取
り
組
み
や
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

上
で
も
大
変
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
た
め
、
策
定

に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

●
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
な
ど
へ
の
加
入
義
務

　

問　

神
奈
川
県
の
条
例
で

加
入
が
義
務
化
さ
れ
た
。
本

市
も
加
入
率
が
１
０
０
％
に

な
る
よ
う
周
知
が
必
要
と
考

え
る
が
、
対
応
は
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

本

市
の
条
例
を
一
部
改
正
し
、

県
と
連
携
し
て
広
く
周
知
す

る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
「
あ
つ
ナ
ビ
」
で
の

動
画
放
映
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
加
入
の
義
務
化
と
併

せ
、
小
学
生
以
下
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
も
広
く
周
知
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
市
独
自
の

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
い
る
。

●
小
学
校
の
年
間
授
業
時
数

の
確
保

　

問　

取
り
組
み
の
具
体
案

は
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

学

校
給
食
の
実
施
回
数
を
５
回

増
や
す
こ
と
で
、
現
在
調
整

を
進
め
て
い
る
。

　

問　

空
き
店
舗
が
目
立
っ

て
お
り
、
貸
付
収
入
も
過
去

５
年
で
１
４
０
０
万
円
以
上

減
っ
て
い
る
。
新
規
店
舗
の

誘
致
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

産
業
振
興
部
長　

平

成
30
年
度
は
１
９
１
件
の
テ

ナ
ン
ト
に
声
掛
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
来
年
春
に
は

１
階
に
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る

店
舗
も
あ
り
、
皆
さ
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
構
成
を

考
え
て
い
る
。

●
災
害
へ
の
備
え

　

問　

地
震
だ
け
で
な
く
、

風
水
害
を
想
定
し
た
総
合
訓

練
の
実
施
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

答　

市
長
室
長　

風
水
害

を
想
定
し
た
訓
練
は
地
震
に

対
す
る
訓
練
と
同
様
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
実
施
に

　

問　

自
治
会
館
に
大
規
模

な
修
繕
が
必
要
と
な
り
、
市

の
補
助
制
度
の
活
用
を
考
え

て
い
る
が
、
制
度
に
規
定
の

補
助
率
で
は
対
応
で
き
な
い

と
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

施
設
に
よ
り
事
情
が
異
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
自
治
会
の

　

問　

滋
賀
県
大
津
市
で
発

生
し
た
保
育
園
児
が
巻
き
込

ま
れ
た
自
動
車
事
故
を
受
け
、

歩
道
へ
の
安
全
策
や
課
題
は
。

　

答　

道
路
部
長　

市
内
４

４
３
カ
所
の
交
差
点
を
緊
急

可 決 し た

意見書
国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の
維持・向上、並びに行き届いた教育の実現を求める意見書
　現在、義務教育に求められているのは、子供たち一人一人に行き届いた教育が行われるこ
とであり、子供たちが全国どこに住んでいても一定水準の教育を受けられる環境を整えるた
め、義務教育費国庫負担制度の存続・拡充や義務教育教科書無償給与制度の堅持が必要である。
　また、学校現場における課題が複雑化・困難化する中で、教員の負担は増している現状が
ある。こうした中、中央教育審議会は、新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運
営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について発表し、文部
科学省においては、学校における働き方改革推進本部を設置し、今後取り組む関連施策の実
施スケジュールを示す工程表を示しており、学校現場における教職員の長時間労働是正や教
職員定数の改善は不可欠である。
　よって、国においては、次の事項について実現されるよう強く要望する。
１�　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度
を存続・拡充させること。また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこ
と。さらに、義務教育教科書無償給与制度を継続すること。

２�　行き届いた教育を実現するために、教職員の長時間労働是正に向けた、学級編成標準の
改善や教職員の定数拡充、少人数学級の実施・進行、教育環境を整備するための予算を確
保・拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 令和元年10月７日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
１
件
で
す
。

向
け
た
計
画
や
支
援
な
ど
を

含
め
、
今
後
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

問　

台
風
の
時
に
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
頼
り
で
あ

る
が
、
見
た
い
情
報
が
見
つ

け
に
く
い
と
感
じ
て
い
る
。

改
善
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

　

答　

市
長
室
長　

市
民
の

皆
さ
ま
に
必
要
な
情
報
を
簡

単
に
入
手
い
た
だ
け
る
よ
う
、

常
に
工
夫
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
来
年
度
以
降
、
防
災

危
機
管
理
情
報
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

負
担
率
を
柔
軟
に
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

今

後
の
地
域
集
会
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

実
情
に
応
じ
た
対
応
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

●
体
育
館
な
ど
へ
の
冷
暖
房

設
置

　

問　

横
浜
市
の
体
育
室
で

は
、
特
別
な
工
事
の
必
要
が

な
い
、
窓
枠
型
ク
ー
ラ
ー
を

空
調
と
し
て
取
り
付
け
、
利

用
者
の
好
評
を
得
て
い
る
。

本
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

本

格
的
な
冷
暖
房
設
備
に
比
べ

安
価
で
済
む
が
、
小
・
中
学

校
の
環
境
整
備
で
は
、
他
に

も
優
先
的
に
進
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
全

校
導
入
を
前
提
に
導
入
経
費

や
効
果
も
考
え
た
上
で
の
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

全

て
の
公
民
館
体
育
室
へ
の
導

入
と
い
う
形
で
の
検
証
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

に
点
検
し
、
設
置
可
能
な
１

８
０
カ
所
の
交
差
点
の
歩
道

巻
き
込
み
部
に
車
止
め
な
ど

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
課

題
と
し
て
、
歩
道
が
狭
く
安

全
施
設
の
設
置
が
で
き
な
い

交
差
点
に
は
、
路
面
標
示
な

ど
を
設
置
し
注
意
喚
起
す
る
。

●
中
心
市
街
地
の
渋
滞
緩
和

　

問　

あ
ゆ
み
橋
西
入
口
か

ら
、
寿
町
交
差
点
ま
で
の
道

路
整
備
に
よ
り
、
周
辺
市
道

の
混
雑
緩
和
と
な
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　

答　

道
路
部
長　

新
ル
ー

ト
の
課
題
と
し
て
、
住
宅
が

多
く
立
ち
並
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
が
、
一
番
重
要

な
こ
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
あ
る
。

●
あ
さ
ひ
公
園
の
防
犯
対
策

　

問　

公
園
整
備
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

答　

都
市
整
備
部
長　

外

周
道
路
や
園
内
か
ら
見
通
せ

な
い
空
間
を
つ
く
ら
な
い
遊

具
の
配
置
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
採
用
に
よ
り
、
人
の
行
動

を
視
認
で
き
る
明
る
さ
の
確

保
や
突
然
の
球
切
れ
を
な
く

し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
は
、

い
た
ず
ら
防
止
な
ど
の
た
め
、

旭
町
交
番
付
近
に
設
置
し
た
。

防
災
・
減
災
に
対
す
る

取
り
組
み
へ
の
考
え
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

歩
道
の
安
全
確
保
に

対
す
る
本
市
の
考
え
は

無
会
派
　
松
本
　
樹
影 
議
員

本
市
の
防
犯
・
安
全
対
策
の

取
り
組
み
は

無
会
派
　
後
藤
　
由
紀
子 

議
員
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総
務
企
画

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】

　

問　

庁
舎
建
設
等
基
金
積

立
金
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
ま
で
に
約
40
億
円
を
積
み

立
て
た
が
、
ほ
ぼ
目
標
額
に

達
し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
は
。

　

答　

新
庁
舎
整
備
基
本
構

想
に
お
い
て
は
、
30
億
円
程

度
の
積
み
立
て
が
必
要
と
考

え
て
い
た
が
、
今
般
の
法
人

市
民
税
収
入
の
上
振
れ
を
好

機
と
捉
え
、
将
来
世
代
へ
の

負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
建

設
コ
ス
ト
の
変
動
、
建
設
費

用
以
外
の
外
構
工
事
な
ど
の

費
用
も
想
定
し
、
一
般
財
源

の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え

る
た
め
、
今
回
、
積
み
立
て

た
。
他
市
の
事
例
で
は
、
建

設
費
の
60
％
程
度
を
積
み
立

て
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

他
の
事
業
の
状
況
や
将
来
負

担
の
関
係
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど

も
考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
い

く
。

　

問　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

事
業
に
関
し
て
、
土
木
工
事

で
の
く
じ
引
き
落
札
の
ケ
ー

ス
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

答　

約
66
％
で
あ
る
。

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
【
所
管
条
例
】

　
問　
法
律
改
正
の
趣
旨
は
。

　

答　

適
正
な
任
用
・
勤
務

の
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
国

が
進
め
る
働
き
方
改
革
の
一

環
と
し
て
同
一
労
働
、
同
一

賃
金
の
考
え
方
も
織
り
込

み
、
改
正
さ
れ
た
。
非
常
勤

の
一
般
職
で
あ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
を
創
設
し
、

非
常
勤
特
別
職
員
、
臨
時
的

任
用
職
員
の
任
用
要
件
を
厳

格
化
し
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
必
要
な
移
行
を
図
る

と
と
も
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
に
期
末
手
当
の
支
給
を

可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
民
福
祉

○
厚
木
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

問　

住
民
票
な
ど
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
請
求
に
よ
り

旧
氏
が
併
記
可
能
と
な
る

が
、
周
知
は
ど
う
か
。

　

答　

市
の
広
報
や
政
府
が

用
意
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
で
周

知
す
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】

　

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
枚
数
の
推
移
は
。

ま
た
、
再
交
付
の
状
況
は
。

　

答　

平
成
28
年
度
が
１
万

９
４
０
２
枚
、
29
年
度
が
５

５
４
４
枚
、
30
年
度
が
４
０

１
１
枚
で
推
移
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
は
、

紛
失
、
汚
損
、
破
損
の
た
め

再
交
付
を
希
望
す
る
方
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
制

度
開
始
当
初
に
申
請
は
し
た

も
の
の
、
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
来
庁
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
、
受
け
取
り
勧
奨
通
知

を
発
送
し
て
い
る
。

　

問　

本
市
の
自
殺
者
数
の

推
移
は
。
ま
た
、
30
～
50
代

の
男
性
や
若
者
に
向
け
た
対

策
は
。

　

答　

年
間
自
殺
者
数
は
、

平
成
23
年
の
61
人
を
ピ
ー
ク

に
40
人
台
で
推
移
し
て
い
た

が
、
30
年
は
30
人
と
な
っ
て

い
る
。
30
年
度
は
勤
労
者
に

対
し
相
談
窓
口
の
周
知
を
図

る
た
め
、
厚
木
商
工
会
議
所

の
協
力
の
下
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
た
。
ま
た
、
若

者
に
対
し
て
、
学
校
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
対

策
を
進
め
て
い
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て

　

問　

介
護
認
定
審
査
会
に

お
け
る
介
護
認
定
の
再
認
定

に
つ
い
て
、近
年
の
状
況
は
。

　

答　

28
年
度
は
全
体
６
２

０
４
件
の
う
ち
８
３
３
件
、

29
年
度
は
７
０
４
５
件
の
う

ち
８
０
９
件
、
30
年
度
は
６

９
３
０
件
の
う
ち
９
０
３
件

で
あ
っ
た
。

環
境
教
育

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

小
学
校
校
庭
整
備
事

業
費
増
の
理
由
は
。

　

答　

相
川
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
に
新
た
に
防
球
ネ
ッ
ト

や
パ
ネ
ル
フ
ェ
ン
ス
、排
水

施
設
、
遊
具
を
設
置
す
る
。

　

問　

中
学
校
維
持
管
理
事

業
費
増
の
理
由
は
。

式
に
改
修
す
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
【
所
管

科
目
】

　

問　

ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
に

つ
い
て
、
上
層
階
は
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

１
階
な
ど
の
店
舗
は
、
ほ
と

ん
ど
が
閉
店
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
中
と
な
っ
て
い
る
。
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

掛
け
が
必
要
で
は
。

　

答　

開
店
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
何
店
舗
か
は
撤
退
し

て
い
る
。
業
務
委
託
請
負
業

者
が
、
多
く
の
企
業
に
営
業

し
て
お
り
、
商
業
フ
ロ
ア
の

店
舗
誘
致
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

鉄
道
の
延
伸
な
ど
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
く

か
。

　

答　

非
常
に
長
い
期
間
が

か
か
る
。
国
や
事
業
者
な
ど

に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
大
切
と
考
え
、
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
ど
の
よ
う
に

記
載
し
て
い
く
か
検
討
す
る
。

　

問　

本
厚
木
駅
北
口
周
辺

整
備
事
業
の
調
査
結
果
と
課

題
は
。

　

答　

朝
夕
の
通
勤
、
通
学

の
ピ
ー
ク
時
、
北
口
広
場
は

交
番
前
の
バ
ス
停
に
並
ぶ
乗

客
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。ま
た
、

駅
正
面
に
立
ち
並
ぶ
民
間
ビ

ル
の
多
く
は
、
築
40
年
か
ら

50
年
の
建
築
物
で
、
建
て
替

え
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

　

答　

学
校
敷
地
内
の
樹
木

の
巨
木
化・古
木
化
が
進
み
、

台
風
な
ど
に
よ
る
倒
木
や
枝

折
れ
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。今
回
は
小
鮎
中
学
校
で
、

剪せ
ん

定て
い

と
伐
採
を
行
う
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】　

　

問　

ご
み
減
量
化
・
資
源

化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
減

量
化
、
資
源
化
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状

況
は
。

　

答　

平
成
30
年
度
末
の
減

量
化
率
は
27
・
４
％
で
毎
年

伸
び
て
い
る
が
、
資
源
化
率

は
33
・
８
％
で
、
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
分
別
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
雑
誌
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
燃
え友好都市の訪問

　市議会では、友好都市締結35周年
を迎える中国揚州市に訪問団を派遣
し、友好交流を図りました。主な内
容は次のとおりです。
　10月24日〜27日、友好都市締結35
周年記念式典への出席、揚州市生態
科学技術新都市展示館の視察など。

　各委員会は、所管する事項につい
て情報収集し、専門的知識を深め、
優れた施策を市政や市議会運営に反
映させるため、先進都市を訪問し調
査を行っています。
　このほど、実施した所管事項調査
および行政視察は次のとおりです。

委員会の所管事項調査など

る
ご
み
へ
の
混
入
が
多
い
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
今
後

も
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

　

問　

農
地
の
有
効
利
用
の

促
進
に
つ
い
て
、
30
年
度
に

新
た
な
取
り
組
み
は
あ
っ
た

か
。

　

答　

管
理
の
み
で
作
付
け

が
で
き
な
い
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
貸
し
付
け
の
意
向

を
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
地

区
の
地
図
と
一
緒
に
Ｊ
Ａ
あ

つ
ぎ
の
支
所
に
掲
示
す
る
、

農
地
情
報
み
え
る
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

相
川
地
区
を
皮
切
り
に
実
施

し
、
５
筆
の
農
地
全
て
で
契

約
に
結
び
付
い
て
い
る
。

都
市
経
済

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

公
園
緑
地
維
持
補
修

事
業
費
増
に
つ
い
て
、
洋
式

ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
の
見

込
み
は
。

　

答　

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式

便
器
の
割
合
は
、
約
64
％
で

あ
る
。
今
回
、
鳶
尾
中
央
公

園
、中
村
公
園
、小
町
緑
地
、

船
子
長な

ヶが

町ま
ち

公
園
、
明
神
池

公
園
に
あ
る
和
式
５
基
を
洋

　

寺
岡
ま
ゆ
み
議
長
は
、

10
月
２
日
に
議
会
運
営
委

員
会
に
対
し
、
議
会
運
営

の
在
り
方
な
ど
、
下
記
の

６
項
目
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

諮
問
を
受
け
た
議
会
運

営
委
員
会
は
、
委
員
９
人

で
構
成
さ
れ
る
議
会
の
在

り
方
検
討
会
（
瀧
口
慎
太

郎
会
長
）
を
設
置
し
、
具

体
的
な
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

会
議
は
、
原
則
公
開
と

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
実
施
。日
程
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

委員会・分科会の審査
条例・補正予算・決算など
―主な質疑と答弁―

　条例の改正や令和元年度補正予算、平成30
年度決算などの議案について、委員会・分科
会での主な質疑と答弁を紹介します。

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

具
体
的
な
検
討
始
ま
る

―
―
議
会
の
在
り
方
検
討
会
を
設
置
―
―

【
諮
問
事
項
】

○�

市
議
会
議
員
選
挙
の

実
施
時
期
に
つ
い
て

○�

議
員
定
数
削
減
に
つ

い
て

○�

議
案
の
分
割
付
託
に

つ
い
て

○�

副
議
長
の
任
期
に
つ

い
て

○�

常
任
委
員
の
任
期
に

つ
い
て

○�

予
算
決
算
常
任
委
員

会
（
分
科
会
）
へ
の

出
席
者
に
つ
い
て

　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

会議録の閲覧を！

◆広報広聴特別委員会
　10月９・10日、市民が参加する議
会について〔市民意見交換会につい
て、若年層との意見交換について〕
（大分県大分
市）、議会広
報の編集につ
いて（大分県
日出町）

◆議会運営委員会
　10月15・16日、議会改革の取り組
みについて（岩手県北上市）
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要
望
事
項

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
各

分
科
会
で
の
審
査
の
結
果
、

最
終
日
に
予
算
決
算
常
任
委

員
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
要

望
事
項
が
報
告
さ
れ
、
今
年

度
お
よ
び
来
年
度
以
降
の
行

財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、
対

応
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
。総

務
企
画

１　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
危
機

管
理
、
災
害
対
策
及
び
消
防

事
業
に
つ
い
て
、
施
策
の
充

実
と
補
助
範
囲
の
拡
大
な
ど

を
検
討
し
、
リ
ス
ク
の
減
少

に
努
め
る
と
と
も
に
、
財
源

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

２　

職
員
の
円
滑
な
執
務
の

遂
行
に
向
け
、
職
員
の
確
保

及
び
健
康
管
理
に
努
め
、
職

員
一
人
一
人
の
働
く
こ
と
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
達
成

感
が
充
実
す
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
。

３　

投
票
率
が
低
下
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
選
挙
常
時
啓

発
事
業
を
通
し
て
、
投
票
率

の
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
た
い
。

市
民
福
祉

１　

輝
く
厚
木
の
未
来
に
向

け
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
育

成
を
初
め
、
高
齢
者
や
障
が

い
児・者
へ
の
相
談
支
援
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源

確
保
に
努
め
、
き
め
細
や
か

な
施
策
を
さ
ら
に
進
め
ら
れ

た
い
。

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
十
分
な
人
員
を
確
保

す
る
こ
と
。
特
に
医
療
・
福

祉
分
野
の
専
門
職
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
か
つ
積
極
的
に

実
施
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
対
象
者
や
目
的
が

同
一
の
事
業
等
に
つ
い
て
は
、 

事
業
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、

部
等
を
超
え
た
統
合
・
整
理

を
進
め
ら
れ
た
い
。

３　

民
間
に
お
け
る
医
療
・

福
祉
分
野
の
人
材
確
保
に
関

す
る
支
援
策
に
つ
い
て
、
積

極
的
か
つ
横
断
的
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

環
境
教
育

１　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
社

会
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
将

来
を
見
据
え
た
継
続
的
な
財

源
の
確
保
に
努
め
、
さ
ら
な

る
生
活
環
境
の
改
善
及
び
農

林
水
産
業
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

２　

教
職
員
の
労
働
環
境
の

さ
ら
な
る
改
善
及
び
資
質
の

向
上
に
向
け
、
長
期
的
な
視

点
に
基
づ
き
、
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
さ

れ
た
い
。

３　

子
供
た
ち
へ
の
教
育
は
、 

未
来
に
向
け
た
投
資
で
あ
り
、 

十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
心
豊
か
な
子
供
の

育
成
に
向
け
た
環
境
整
備
に

努
め
ら
れ
た
い
。

都
市
経
済

１　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も

の
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
し
、
統
廃
合
を
含
め
た

事
業
の
効
率
化
を
検
討
し
た

上
で
、
市
民
満
足
度
が
高
ま

る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

２　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
、
市
の
経
済

発
展
を
確
た
る
も
の
と
す
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
つ

い
て
、
戦
略
的
な
計
画
の
も

と
、
地
域
の
発
展
及
び
経
済

の
活
性
化
に
努
め
、
本
市
の

持
続
可
能
性
を
大
き
く
高
め

ら
れ
た
い
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
決
算

は
、
定
例
会
議
初
日
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
部
門
別
の
分
科
会
で
分

担
し
、
決
算
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
基
に
、
行
政
効
果
や
財
源
の
確
保
、
予
算
執
行
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
決
算
の
認
定

平成30年度決算の内容

■一般会計決算
歳入内訳 歳出内訳（目的別）

市民１人当たりに使われた金額

３９５, ７９２円
※一般会計歳出総額88,916,673,616円を平成31年
４月１日現在の人口224,655人で割ったもの

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･ １４７, ５１１円
（社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆総務費･･･ ５８, ０４５円
（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆土木費･･･ ５７, ４８０円
（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆教育費･･･ ３７, ８１３円
（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆衛生費･･･ ３４, ５７５円（清掃費、保健衛生費）
◆公債費･･･ ２５, ６７０円（借入金返済）
◆商工費･･･ １４, ４３３円（商工費）
◆その他･･･ ２０, ２６５円

■会計別決算
（単位：円）

《参考》平成29年度一般会計決算額　　歳入総額89,351,149,285円、歳出総額85,274,753,948円

会　　　計　　　名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収支差引額 翌年度繰越
財 源 額

翌年度繰越又は
繰 上 充 用 額

一　般　会　計 96,325,500,198 92,892,540,607 88,916,673,616 3,975,866,991 860,565,377 3,115,301,614 

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

公共用地取得事業 1,582,877,762 1,437,772,125 1,429,755,387 8,016,738 8,016,738 0 

後期高齢者医療事業 2,745,387,000 2,650,186,194 2,610,369,637 39,816,557 0 39,816,557 

国民健康保険事業 23,780,020,000 23,576,749,433 23,337,943,813 238,805,620 0 238,805,620 

介 護 保 険 事 業 14,260,484,000 13,989,025,876 13,385,863,795 603,162,081 0 603,162,081 

公共下水道事業 7,481,103,000 7,010,194,610 6,622,942,938 387,251,672 100,000 387,151,672 

小 計 49,849,871,762 48,663,928,238 47,386,875,570 1,277,052,668 8,116,738 1,268,935,930 

合　　　　　計 146,175,371,960 141,556,468,845 136,303,549,186 5,252,919,659 868,682,115 4,384,237,544

　企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備
などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

○　病院事業会計決算� （単位：円）

◆収益的収支� ※平成30年度純損失1,037,208,293円

（　　　）内は、消費税および地方消費税抜きの金額

収入総額 10,100,287,121
（10,084,972,654）

支出総額 11,135,644,371
（10,902,638,966）

医業収益 9,439,921,790 医業費用 10,783,654,188

医業外収益 609,370,859 医業外費用 228,826,216

特別利益 50,994,472 特別損失 123,163,967

◆資本的収支

収入総額 1,068,503,295 支出総額 1,607,679,143

負担金 451,193,000 建設改良費 670,120,383

企業債 601,400,000 企業債償還金 883,389,707

貸付返還金 1,440,000 他会計借入金償還金 33,147,036

基金繰入金 14,470,295 投資 21,022,017

歳出総額
889億1，667万4千円

歳入総額
928億9，254万1千円

市税
481億597万円
 （51．8％）

市債
87億2，710万円
（9．4％）

県支出金
48億7，679万8千円
（5．3％）

諸収入
48億7，440万1千円
（5．2％） 

地方消費税交付金
46億7，649万8千円
（5．0％）

繰越金
40億7，639万5千円（4．4％）

使用料及び手数料
14億951万円（1．5％） 分担金及び負担金

6億2，352万2千円（0．7％） 

その他
25億8，821万7千円（2．8％） 民生費

331億3，909万5千円
（37．3％）

総務費
130億4，000万4千円
（14．7％）

土木費
129億1，322万5千円
（14．5％）

教育費
84億9，495万4千円
（9．6％）

衛生費
77億6，742万5千円
（8．7％）

公債費
57億6，679万5千円
（6．5％）

商工費
32億4，246万8千円
（3．6％）

消防費
30億2，891万円
（3．4％）

農林水産業費
8億546万4千円（0．9％）

議会費
4億4，382万9千円（0．5％） 労働費

2億7，450万5千円（0．3％）

国庫支出金
129億3，413万円
（13．9％）



市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。

第247号 （８）あつぎ市議会だより2019年（令和元年）11月15日

会議は、原則として午前９時に開きます。
傍聴は、本庁舎５階ロビーで受け付けます。

第14回 議会報告会

テーマ「家庭ごみの戸別収集と有料化について」
　　　「市庁舎を含む複合施設の建設について」

11月16日（土）16時～17時30分
あつぎ市民交流プラザ　ルーム502・503（アミューあつぎ）

市民と議会の
意見交換会

市議会議員と意見交換をしてみませんか。
申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

●本会議
11月28日（木）…議案等質疑
12月４日（水）・５日（木）・６日（金）…一般質問
12月20日（金）… 委員長報告・討論・採決
●常任委員会・分科会
予算決算…11月28日（木）・12月19日（木）
総務企画…12月10日（火）
市民福祉…12月11日（水）
環境教育…12月12日（木）
都市経済…12月13日（金）
◆広報広聴特別委員会
　12月20日（金）
　　（本会議など終了後）

本会議の審議結果

◎令和元年10月７日議決時の会派構成など
※議長…寺岡まゆみ（議長は採決に加わりません）、副議長…井上武
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
ネクス…ネクストあつぎ（８）：難波達哉、奈良直史（議案第55号から第68号まで不在）、三橋文男、田口孝男、髙橋豊、瀧口慎太郎、井上武、神子雅人　公明党…公明党（５）：川口仁、寺岡まゆみ、
遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　新政…新政あつぎ（５）：石井芳隆、望月真実、髙村真和、髙橋知己、新井啓司　みらい…あつぎみらい（２）：渡辺貞雄、松田則康（欠席）　あつぎ…あつぎの会（２）：
名切文梨（議案第75号反対、請願第１号賛成、陳情第３号賛成）、井上敏夫　共産党…日本共産党（２）：栗山香代子、池田博 　無会派Ａ…無会派（１）：髙田浩　無会派Ｂ…無会派（１）：松本樹影
　無会派Ｃ…無会派（１）：後藤由紀子　無会派Ｄ…無会派（１）：髙田昌慶

第 ４ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件 議決結果ネ
ク
ス

公
明
党

新　

政

み
ら
い

あ
つ
ぎ

共
産
党

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

無
会
派
Ｄ

議 案 第 55 号 教育委員会委員の任命について ○□ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第 56～ 68号 農業委員会委員の任命について ○□ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 69 号 平成30年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 70 号 平成30年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 71 号 平成30年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 72 号 平成30年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 73 号 平成30年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 74 号 平成30年度厚木市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 75 号 平成30年度厚木市病院事業会計の資本剰余金の処分及び決算について ○ ○ ○ ○－ ○● ○ ○ ○ ○ ○ 可決
認定

議 案 第 76 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 77 号 厚木市手数料条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 78 号 厚木市印鑑条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 79 号 厚木市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 80 号 工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 81 号 市道路線の廃止及び認定について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 82～ 85号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 86 号 令和元年度厚木市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○－ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 87 号 令和元年度厚木市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 88 号 令和元年度厚木市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請 願 第 １ 号 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める請願 ● ● ● ●－ ○● ○ ● ● ○ ○ 不採択

陳 情 第 ３ 号 横田ラプコンを撤廃し空域の主権を取り戻し、国内法の適用を求める意見書を国に提出することを
求める陳情 ● ● ● ●－ ○● ○ ● ● ● ○ 不採択

陳 情 第 ４ 号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持･向上、並びに行き届いた教育の実現を
求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

議員提出議案第５号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持･向上、並びに行き届いた教育の実現を
求める意見書 ○ ○ ○ ○－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

各会派の賛否　�○…賛成、●…反対、�－…欠席、□…不在

日時・会場

内容　意見交換

第５回会議（12月定例会議）の開催予定日


